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◯多様な世代が生涯学習をはじ めるき っ かけづく り と し て「 子育て世代が参加し やすい講

座など各世代のニーズに応じ た講座を 開催」「 講座やイ ベン ト の情報発信の強化」 が求

めら れている

　 生涯学習を はじ める き っ かけづく り に力を いれる点と し て 、「 子育て世代が参加し や

すい講座など各世代の状況（ ニーズ） に応じ た講座を 開催する 」 が 34.8％と 最も 多く 、

次いで「 講座やイ ベン ト の情報発信を強化する 」 が 32.1％、「 地域で学習活動し ている

団体の情報を提供する 」 が 26.7％と なっ ています。（ 図表 17）

　 一般市民では「 子育て世代が参加し やすい講座など各世代の状況（ ニーズ） に応じ た

講座を 開催する 」（ 43.0％） が最も 多く なっ ています。 一方、 セン タ ー利用者では「 講

座やイ ベン ト の情報発信を 強化する」（ 31.7％）が最も 多く なっ ています。（ 図表 17 － 1）
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◯生涯学習を推進し ていく ため「 年代に応じ た事業」「 障害者の生涯学習の推進」「 スポー

ツ ・ レ ク リ エーショ ン 活動の周知や活動する 人の増加」 の取り 組みの支援や推進が求め

ら れている

　 生涯学習の推進に求めら れる こ と は、「 乳幼児、 青少年、 成人、 高齢者など年代に応

じ た事業を 行う 」 が 41.2％と やや突出し て多く 、 次いで「 障害の有無にかかわら ず全

ての人が学び・ 活動できる 環境を拡充する （ 障害者の生涯学習の推進）」 が 23.7％、「 ス

ポーツ・ レ ク リ エーショ ン 活動を 広める、 知っ ても ら う 、 やっ て いる 人を 増やす」 が

23.4％と なっ ています。（ 図表 18）

　 一般市民と セン タ ー利用者を比較すると 、一般市民、センタ ー利用者と も に「 乳幼児、

青少年、 成人、 高齢者など年代に応じ た事業を 行う 」 が最も 多く なっ ています。（ 図表

18 － 1）
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◯子育てサポータ ーが登録さ れたこ と によ り 、「 見守り 活動など子育て支援に関する 活動

機会が増えた」、「 地域住民の交流機会が増えた」 などの効果があっ た（ 市民セン タ ー関

係者向け）

   　 子育てサポータ ーが市民セン タ ーに登録さ れた効果と し て、「 見守り 活動など子育て

支援に関する 活動機会が増えた」 が 65.3％と 最も 多く 、 次いで「 地域住民の交流機会

が増え た」 が 36.6％、「 地域住民の子育て に関する ニーズを 把握し やすく なっ た」 が

26.3％と なっ ています。（ 図表 20）

◯生涯学習推進コ ーディ ネータ ーが登録さ れたこ と によ り 、「 館長、職員の負担の軽減」、「 学

校・ 家庭・ 地域の結びつき が強まっ た」 などの効果があっ た（ 市民セン タ ー関係者向け）

　 生涯学習推進コ ーディ ネータ ーが市民セン タ ーに登録さ れた効果と し て 、「 館長・ 職

員の負担が軽減さ れた」 が 40.0％と 最も 多く 、 次いで「 学校・ 家庭・ 地域の結びつき

が強まっ た」 が 32.3％、「 子育てサポータ ー、 健康づく り 推進員など地域を 支える 人材

へ育っ た」 が 29.7％と なっ ています。（ 図表 19）
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◆現状と 今後の課題

　「 生涯学習意識調査」 の結果では、 生涯学習活動を し ていない理由と し て 「 仕事や家事

等が忙し く 時間がと れない」 に次いで 、「 学習活動を 始めるき っ かけがない」 が 2 番目に

多く 、 生涯学習に関する 情報は、 一般市民の回答では、「 あまり 得ていない」 が最も 多く

なっ ています。（ 図表 2、 図表 3）

７ . 生涯学習推進計画（ 平成 28 年度〜令和 2 年度） における施策毎の成果と 今後の課題

　 施策１ 　 学習機運の醸成・ 情報提供と 相談体制の整備

◆こ れまでの成果

　 令和元年度の「 生涯学習に関する 市民意識調査（ 以下、「 生涯学習意識調査」）」 では、

生涯学習と いう 言葉の認知度は、 平成 26 年度の調査結果と 比べ、 大き く 変わら ず９ 割程

度の方が認知し ており 、 高水準を維持し ています。（ 図表 1）

　 ま た、 行政、 社会教育関係団体、 学校、

Ｎ Ｐ Ｏ 、 ボラ ンティ ア団体、 企業などにお

ける 生涯学習の取り 組みについて、 お互い

の強みや課題を共有する ためのネッ ト ワー

ク を 構築し 、 相互の情報を提供し まし た。

　 その結果、 市民へ様々な学習情報を提供

する ため、 民間教育事業者の近隣５ 館の市

民センタ ーで民間教育事業者のチラ シを 配

置し まし た。（ 民間教育事業者が実施し た

アン ケート 結果で、 市民セン タ ーに配置し

ているチラ シを見て講座への参加者有り 。）
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　 また、 同調査で生涯学習を 実施する 各機関をつなぐ ネッ ト ワーク の仕組みで今後必要な

こ と は、「 情報一元化などアク セスの向上」 と 回答し た割合が最も 高く なっ ています。

　 よ り 多く の市民に生涯学習活動のき っ かけづく り と なる情報を 提供するため、 行政や社

会教育関係団体、 企業、 NPO、 学校等が協力し た情報の一元的な提供や事業周知が求めら

れます。

　 また、 市内の講座や講師の情報など、 様々な情報を一元的に提供する 「 まなびネッ ト ひ

まわり 」 をよ り 多く の方に利用し ても ら う ため、 システム及び内容の充実を 図る 必要があ

り ます。（ 図表 4）
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　 施策 2　 市民一人ひと り に対する多様な学習機会の充実

◆こ れまでの成果

　「 生涯学習意識調査」 の結果では、生涯学習の満足度は、平成 26 年度の調査結果と 比べ、

大きく 変わら ず約 9 割以上の方がおおむね満足し ており 、 高水準を 維持し ています。（ 図

表 5）

　 特に、 市民カ レ ッ ジにおいて、 大学、 NPO、 民間などと 協力し 、 市民の多様な学習ニ

ーズに対応し た学習機会を 提供し 、 また、 平成 29 年度から 、 連続し た講座の中から 好き

な回を選んで受講する「 スポッ ト 受講」 ができる よう 工夫し まし た。 スポッ ト 受講者数は、

令和元年度は開始年度よ り 100 名程度増えており 、市民カ レ ッ ジの受講者数も 増えまし た。

（ 図表 6）

　 また、 生涯学習を 通し て、 地域づく り や現代的課題への取り 組みを推進する ため、 市民

セン タ ーで実施さ れる生涯学習市民講座の事業計画書や学習分類表を見直し 、 市民セン タ

ー館長、 職員の意識の醸成を 図り まし た。

【 図表 5　 生涯学習の満足度】

資料： 北九州市
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　 また、 同調査では、 今後の生涯学習の推進に必要なこ と と し て 、「 年代に応じ た事業を

行う 」 こ と が一番多く 、 ２ 番目に「 障害の有無に関わら ず全ての人が学び・ 活動できる 環

境を 拡充する 」 と なっ ています。

　 そのため、 ラ イ フ ステージに応じ た学習機会を 引き続き提供すると と も に、 障害者や外

国人住民の方が生涯学習に触れるきっ かけや学習機会を 提供し 、 より 一層、 誰でも 生涯学

習に参加でき る環境づく り を 進めるこ と が求めら れます。

　 同調査では、行政が趣味・ 文化的な講座を 主催するこ と について、一般市民の回答は「 行

政と 民間で整理すべき」 が最も 多く なっ ています。 引き 続き 、 生涯学習を推進する ために

は、「 個人の要望」 に基づく 学習のみなら ず、「 社会の要請」 に基づく 学習機会と し て、 地

域の課題解決、 人材発掘・ 育成、 地域づく り につながる学習機会の強化・ 充実が必要です。

　 　 　

◆現状と 今後の課題

　「 生涯学習意識調査」 の結果では、 一般市民の回答はセンタ ー利用者よ り 「 学習活動を

し た」 割合は低い状況です。 また、 市民セン タ ーで実施さ れる生涯学習市民講座の受講生

は減少傾向にある ため ､ 今後、 多く の方に参加し ても ら う ため、 行政だけでなく 様々な関

係機関と 連携し ､ 講座の充実や広報、学びへのき っ かけづく り に取り 組む必要があり ます。

（ 図表 7）
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　 主体的に地域課題に取り 組む人材育成のため、 北九州市民カ レッ ジ（ 地域力アッ プセミ

ナー、 社会教育・ 生涯学習基礎講座）、 女性リ ーダー国内研修、 生涯学習指導者育成セミ

ナー等を 実施し 、 生涯学習に係る地域のリ ーダー育成に努め、 多く の受講者が地域のリ ー

ダーと し て活躍し て いま す。 その後、

自主的なボラ ン ティ アグループを結成

し 、 地域でのボラ ン ティ ア活動や市民

向けのイ ベント ・ 講座を 開催し ていま

す。（ 図表 8）

　 また、 地域における子育てを 支援す

るため、 き め細かなアド バイ スを行う

「 子育てサポータ ー」 を 養成し 、 市民

セン タ ーのフ リ ースペース等で、 子育

てやし つけ等の相談に対応する など 、

学んだ成果を地域の子育て支援に活か

し ています。（ 図表 9）

　 その他、 行政機関等で実施し た講座

の終了後にアン ケート 調査を 行い、 受

講者を活動の場へつなぐ マッ チングを

実施し 、 ３ ３ 名を 地域活動やＮ Ｐ Ｏ ・

ボラ ンティ ア活動の窓口につなげまし

た。 また、 行政と 民間教育事業者と の

連携によ り 、 民間教育事業者の講師に、 成果発表の場を 創出するため、 行政主催の事業に

おいて発表の場を提供し まし た。

◆現状と 今後の課題

　 地域の課題解決等に熱意を も っ て取り 組む多様な人材を育成する 新たな仕組みや、 子育

てサポータ ー・ 生涯学習推進コ ーディ ネータ ー等を 地域活動を リ ード する人材に育成し て

いく ため、 活動の裾野を 拡げていく こ と が求めら れます。

　 また、「 生涯学習意識調査」 の結果では、 学習成果を 活かし た社会貢献の意向は、 一般

市民、 セン タ ー利用者と も に「 活かし たい」 と 回答し た割合が４ 割程度あり 、 生涯学習を

地域活動等に活かすために必要なこ と と し て、「 学んだ人と 地域の人をつなぐ マッ チン グ」

と 回答し た割合が最も 高く なっ ています。

　 そのため、 学びから 活動へつながる仕組みづく り 、 き っ かけづく り について、 引き続き

検討し 、 よ り 効果的・ 効率的に取り 組みにつなげる 必要があり ます。

　 施策３ 　 地域活動をリ ード する人材の育成・ 学びの成果の活用
　 　

◆こ れまでの成果
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　 施策４ 　 学習を支える体制づく り と 環境整備

　 　 　

   生涯学習関連施設が多く の学び・ つながり ・ 活動の場と し て利用さ れ、 市民、 地域や団

体等の多様な生涯学習のニーズに対応し てき まし た。 また、 各施設が引き続き利用し やす

い施設と なる ため、 適宜、 施設整備を 行いまし た。（ 図表 11）

◆こ れまでの成果

　 市民の学びを支える体制づく り を推進する ため、 市民セン タ ーにおいて、 地域の人材で

ある 生涯学習推進コ ーディ ネータ ー、 子育てサポータ ーを継続的に養成し てきまし た。 ま

た、 地域づく り の拠点である 市民セン タ ーの館長に対し 、 地域の現状や課題を十分把握す

ると と も に、 地域に寄り 添っ た支援を 行う ための能力向上を 目指す研修を 実施し まし た。

（ 図表 10）　
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◆現状と 今後の課題

　「 生涯学習意識調査」 の結果では、 市民セン タ ー館長やまち づく り 協議会関係者等から

の回答によ る と 、 生涯学習推進コ ーディ ネータ ーを 配置する 効果と し て 、「 学校・ 家庭・

地域の結びつきが強まっ た（ 32.3％）」、「 地域を 支える 人材へ育っ た（ 29.7％）」 と の意見

が多く あり 、 地域づく り を担う 人材になっ ています。 生涯学習推進コ ーディ ネータ ーは、

市民セン タ ー等における 生涯学習事業の企画・ 運営や、 市民センタ ーだより 等の広報活動

等、 地域と のパイ プ役と し て、 より 多く の市民セン タ ーに配置し 、 地域の人材と し て育て

ていく こ と が求めら れます。

　 同調査では、 市民セン タ ー館長やまち づく り 協議会関係者等から の回答によ ると 、 子育

てサポータ ーを 配置する 効果と し て 、「 子育て支援に関する活動機会が増えた（ 65.3％）」、

「 地域住民の交流機会が増えた（ 36.6％）」 と の意見が多く あり 、 地域における子育て支援

に貢献し ています。 子育てサポータ ーは、 市民セン タ ーのフ リ ースペース等で、 子育てや

し つけ等の相談に対し 、 きめ細かなアド バイ スを行っ ています。 今後は、 市民セン タ ーに

と どまら ず活動の場を拡充する こ と が求めら れます。

　 同調査では、 生涯学習を地域活動等に活かすために必要なこ と と し て「 学んだ人と 地域

の人をつなぐ マッ チング」 と 回答し た割合が最も 高く なっ ています。 市民セン タ ーで行わ

れる 生涯学習事業やその他の地域づく り につながる 活動がますます発展する よ う 、 市民セ

ンタ ー館長、 地域・ 人づく り アド バイ ザー（ 社会教育主事） 等のスキルアッ プを図る必要

があり ます。

　 生涯学習関連施設は、 市民の学習活動を支援する ための施設であり 、 多く の人に利用さ

れています。 今後は、 社会環境の変化により 、 生涯学習関連施設に行っ て、 学習活動を 行

う こ と ができない場合も 考えら れる ため、 生涯学習関連施設に行かなく ても 学習活動が行

える 仕組みが求めら れます。

　 また、 公共施設マネジメ ン ト 実行計画の方針に基づき 、「 選択」 と 「 集中」 の観点から 、

にぎわいづく り や活性化にも 留意し ながら 、 現在及び将来のニーズ等を 見据えて公共施設

を再構築する視点を 踏まえながら 検討を 続ける 必要があり ます。

　 施策５ 　 学校教育、 家庭教育への支援や学校、 家庭、 地域の連携強化

　

◆こ れまでの成果

　 核家族や共働き世帯の増加、 地域のつながり の希薄化など、 子ども や家庭を 取り 巻く 環

境が大き く 変化する 中、 すべての教育の出発点である家庭の教育力の向上を 目指し 、 家庭

教育学級の開催や子育てサポータ ー活動を継続的に実施し まし た。 特に、 家庭教育学級を

通じ 、 保護者の不安軽減や保護者同士のつながり を 生むと と も に、 市民セン タ ーを 媒体と

し て、地域活動へ参加するき っ かけづく り と なり 、次世代の人材発掘にも 寄与し ています。  

　 家庭教育学級の実施方法について、 参加する 保護者の減少や企画運営する 保護者の役割

などの課題に対応するため、 令和元年度から 、 家庭教育学級の柔軟な運営（ 状況に応じ 市

民センタ ーと 保護者の役割分担を変える ｢ 選択制 ｣ 導入）・ 学習時間の規定を緩和（「 学習


